
　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成３０年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
9. 教育費 16.歴史的建造物保全整備事業

5. 社会教育費

2. 文化財保護費 文化課

（佐倉市）　　

第４章
明日へつながるまちづくり 92,391

平成28年度 862

臨時 単独 計画 0 0 490 基本施策５
歴史・文化資産の保全・活用 平成29年度 3,855

平成30年度 86,462

施策３
歴史的建造物を保全・整備します 平成31年度 856

平成32年度 356

繰入金

0 0

85,696 86,426 85,696 730

・旧駿河屋建物･土地を取得し、維持管理を行います。 ・歴史的建造物を保存･整備します。 ・歴史的建造物を保存整備することができます。

・旧駿河屋の国登録有形文化財申請の準備を行います。 ・歴史的建造物の活用を図ります。 ・新町地区周辺など、歴史的町並みの修景を進めることができます。

・歴史的建造物の文化財指定･登録を進めます。

・登録有形文化財制度リーフレットを配布し、制度を周知します。

・対象が民有であるため、所有者との調整が必要 ・国登録有形文化財候補として文化庁が実査を行 ・新町地区は比較的歴史的建造物が多く、その町

です。 った旧駿河屋建物･土地の取得を計上しました。 並みは日本遺産「北総四都市江戸紀行」城下町佐倉の構成文化財です。

11 100 0 100

12 31 0 31

13 599 3,705 △3,106

17 85,696 0 85,696

差引一般財源 0 86,426 0 86,426


